
〇意見募集期間

202６（令和８）年２月２日（月）～2026（令和８）年３月４日（水）

〇意見件数

４件（うち、個人４件、法人その他の団体0件）

〇意見提出方法内訳

持参：１件

意見提出フォーム：３件

〇意見内容と意見に対する市の見解

寄せられた意見内容及び意見に対する市の見解は以下のとおりです。

・原則、ご提出いただいたご意見をそのまま掲載しています。

・意見内容は原則、提出日順に掲載しています。

・豊橋市情報公開条例に基づく個人情報等の非公開情報は非公開とします。

No 意見内容 市の考え方

豊橋市文化芸術振興計画＜2026～2035＞
（素案）に対する市民等からの意見について

1

大学生から社会人世代に向けた文化活動の周知が、十分に行き届いていないよう
に感じています。多くのイベントは、子ども向けや高齢者向けのものが中心であり、大
学生や20代前半の若者にとっては「自分たちとは関係のないもの」「興味を持ちにく
いもの」と捉えられがちです。特に、プラットや美術館などで行われている文化活動
は、意識の高い一部の若者を除くと、そもそも知ろうとしない場になってしまっている
現状があると感じます。

また、若者世代にとっては、イベントの存在自体を知らないことが大きな課題である
と考えます。活動を広げていくためには、InstagramなどのSNSを積極的に活用し、
まず「イベントが行われていること」を知ってもらう工夫が必要だと思います。

今後は、大学生やティーンエイジャーなど、若者世代に焦点を当てた取り組みをより
増やしていくことが重要ではないでしょうか。例えば、若者に人気のある芸能人や、流
行しているコンテンツを取り入れることで、文化活動への心理的なハードルを下げる
ことができると考えます。若者はSNSを通じて情報を広める力にも長けているため、
そうした層に届く企画が実現すれば、文化活動のさらなる発展につながるのではない
かと思います。
具体的な方法については模索が必要ですが、大学生や20代前半など、文化活動に

あまり馴染みのない世代に向けて、真面目すぎず、ラフで親しみやすい雰囲気のイベ
ントを実施することも一つの有効な手段であると考えます。

今後、計画を推進していく上で
の参考にさせていただきます。
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2

アートの展示が定期的にあって、なんとか自殺対策になってくれたら嬉しいです。豊
橋で人が育つように、勉強会があってくれると嬉しいです。
　具体的に言うとこの講座は為になりました。

コミュニティ×アーツ・コーディネーター養成講座［前期］コミュニティ×アーツ・コー
ディネーター養成講座 後期［ケア編］ プラットで受けた講座です。
名古屋の会社でアートの雇用のおすすめがあります。必要だから、雇用する形になっ
て欲しいです。知っているのは、株式会社AJクリエイトという場所です。
アーティスト登録がある作家さんの作品の展示があるようなら、周りの希望にもなる
と思います。

アーツ雇用について アーツ雇用とは、障がい者が自宅で創作活動を行うことで会
社と雇用契約を結び、適宜報 告や面談を行う、という在宅勤務の雇用形態です。 あ
いち芸術福祉が一貫したサポートを行い、アーツ雇用の対象者は、得意なこと、才能
や 個性を活かした就職が実現でき、企業のアーティストとして活躍が期待されます。
アート雇用とは、在宅または作業所に通っている方が、自宅で創作活動を行うことで
会社と雇用契約を結び、月１回程度、報告するという変則的な在宅勤務の雇用形態
です。
文化芸術基本法は面白いので、クリエイターさん達にも伝わってくれたら嬉しいで
す。
話しても良いのか、判断に迷いますが三河PRさんという場所でインタビューを受けま
した。
ものづくりで他の職種に並ぶのは大きい事に感じます。
インスタグラムのリンクです。
技術と人が伸びるのは良い事に感じます。豊橋は魅力的な場所なので、とても応援し
ています。
ttps://www.instagram.com/p/DQaxY6bEq9C/?igsh=OGl5YXF6cng
2dWwz

いただいたご意見は、参考意見
として受け止めさせていただき
ます。

3

意見内容 外務省がやってくれる「中央アジア＋日本」対話・第14回東京対話（「伝統
文化の保存と産業展開・国際活動への活用」の開催）に近い講義を豊橋でもやってく
れると嬉しいです。
 次の世代で頑張る人を育てるのに勉強の必要性をとても感じています。
少子高齢化で私達より前に頑張ってくれた作家さんがいろんな事情で亡くなってい

るのを見て、私に何が出来るだろうと考える事が増えました。
魅力のある街になるように、今後も励みたいです。良い作品を作れるように励みま

す。活動の中で人が育つのは良い事です、その街に来るきっかけになる事があるか
ら。
こういう教育に関心を持ってくれると、とても嬉しいです。
より良い街づくりに、私も豊橋に貢献したいです。
よろしくお願いします。

いただいたご意見は、参考意見
として受け止めさせていただき
ます。
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茶道文化を残し、広めるための施策を増やしてほしいです。
私は子供の頃から茶道に親しみ、お茶の先生をしています。豊橋は茶道の流派も多
く、茶道人口も多いと感じていました。家元的なものがある流派もあります。
しかし、コロナ禍を経て、豊橋茶道クラブの所属流派も3流派減り、先生がどんどんい
なくなっています。私自身小学校のお茶クラブに教えにいったり、知り合いと話してい
て、お茶に興味を持っている人が今でも多くいると感じています。私の流派はお客様
のリピーター増えています。ただ先生がいなくなると茶道文化が一度になくなると危
惧しています。私が思うお茶の先生が少ない主な理由は以下の通りです。
１．お茶の先生になるのにかなりいろいろな知識や技術を覚える必要があること
２.準備や片付け等にかなり時間がかかるが、収入はないこともあること。
　（お茶クラブなどもボランティアが当たり前になっている）
３.道具などもある程度集めたり、それを保管する場所、教える場所も必要であるこ
と。
４.豊橋市も茶道文化に重きをおかなかったこと。
５．茶道関係者も積極的に考えてこなかったこと。
富裕層中心にお茶文化を支え、専業主婦が多かった時代は終わり、今は生活に余裕
がある人が減っています。経済的時間的余裕がある人しかできない状況であると、茶
道文化はなくなります。計画にあるこども教室だけでは茶道文化は維持できません。
私も演劇や音楽も好きなので、そういった文化に力を入れられているのはありがたい
です。しかし、茶道文化の担い手の育成に時間がかかるからこそ長期計画にとりいれ
ていただきたいです。
茶道は老若男女親しめるものであり、国際的な人を育てたり、心の安定の場所として
もますます大切になると信じています。豊橋の強みになりえます。茶道関係者の努力
も必要ですが、それだけでは限界があります。三の丸会館等の利用の仕方も含め、
ご検討よろしくお願い申し上げます。

4
いただいたご意見は、参考意見
として受け止めさせていただき
ます。


